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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。

2020年は、秋に！三股のまちの演劇のお祭り「まちドラ！」を開催します！
「秋のまちドラ！青春スペシャル」と題して、県内の高校演劇部と九州で活躍している高校演
劇部出身の俳優が三股に集まります。そして、いつもの町民参加の演劇公演「ヨムドラ！」は、
高校演劇部顧問の描き下ろし短編を上演します。青春が、いっぱいつまった演劇祭！ぜひ、ご
来場ください。

文化庁・厚生労働省・宮崎県・宮崎県教育委員会・三股町・三股町教育委員会・第35回国民文化祭宮崎県実行委員会・
第20回全国障害者芸術・文化祭実行委員会・第35回国民文化祭・第20回全国障害者芸術・文化祭三股町実行委員会・
宮崎県高等学校文化連盟演劇専門部・劇団こふく劇場

主　
催

秋のまちドラ！の公演日程や料金などの情報は、三股町立文化会館にお問い合わせ、またはホームぺージにてご覧ください。

文化のちからで、まちを、ひとをゲンキに！秋のまちドラ！は、感染症対策をして開催いたします。

「たんぽぽとかずのこ」は、1997年に鹿児島の池田高校が初演し、翌年の全国高
等学校演劇大会で最優秀賞と創作脚本賞を受賞し、その後も各地の高校演劇で上
演され続けている名作です。この高校演劇の名作に挑むのは、九州で活躍する高
校演劇出身の俳優たち。
そして演出は、宮崎大宮高校演劇部出身の不思議少年（熊本）の大迫旭洋。
この作品と、この俳優たちと、この演出家、どんな化学反応が生まれるのか、乞う
ご期待。

某進学校の女子寮の一室。どこにでもあるような風景の中、どこにでもあ
るような会話が交わされる。けれどそこには、孤独、望郷、優しさ、苦しさ、
出発点、そんな人生のドラマが確かにあった……

あ
ら
す
じ

作� 畠田恭子・塚原政司
演出� 大迫旭洋（不思議少年／宮崎大宮高校出身／熊本）
出演� �にしむらまなみ（非・売れ線系ビーナス／福岡）、

平山ゆず子（大阪）
� 鷹巣将弥（劇団邂逅・佐賀さわげ）、
� 原田耕太郎（劇団鳴かず飛ばず／鹿児島）
� 近藤花梨（北九州）、原田千賀子（劇団ゼロＱ／宮崎）

たんぽぽとかずのこ高校演劇ＯＢスペシャル

ミルドラ！大きな劇場で演劇を楽しもう！
＠三股町立文化会館・ホール

『けせらせらせら』作・中原久典
演出・高野桂子（PUYEY・福岡）　×　町民☆しばふチーム
――やる気なくやってきた職場体験先の介護施設で、女子高生の千佳が出会った
のはあの人だった……

『教室でジェットコースター』作・岡崎賢一郎
演出・荒木宏志（劇団ヒロシ軍・長崎）　×　町民☆たいいくかんチーム
――とある高校。文化祭に向けてモテない男子の科学部員たちが教室に作ったの
はジェットコースターだった……

『オールド・フレンド』作・段正一郎
演出・後藤香（劇団go�to・福岡）�×��町民☆そうこチーム
――公園のベンチにたたずむ老夫婦。若い高校生たちの姿を見ながら二人が思い
出すのは……

ヨムドラ！＠まちの特設３劇場

町をぶらぶら歩いて劇場を巡って、演劇公演を楽しもう！秋のまちドラ! 3つの企画

高校演劇部顧問の書き下ろし短編３作品を、町民が高校
演劇出身の演出家とリーディング上演します。

『ナツメグ』
作・川口大樹（万能グローブ�ガラパゴスダイナモス・福岡）×高校演劇部
――カフェリコシェのアルバイト・亮介は、客の女の子に恋をしたのだが、なか
なか口に出せず……

『さよなら、ヨシハル』作・山口大器（劇団言魂・北九州）×高校演劇部
――修学旅行でおとずれたベトナムのホテルの一室。ヒトミはヨシハルに告白を
しようとするが……

『カラオケ耐久15時間』
作・田坂哲郎（非売れ線系ビーナス・福岡）×高校演劇部
――とある高校演劇部の部室。先生の披露宴で上演するはずだった演劇が中止に
なった部員たちは……

ガクドラ！ ＠まちの特設３劇場

高校演劇出身の劇作家の書き下ろし短編３作品を県内の
高校演劇部が上演します。

日�時� 2020年11月21日㊏・22日㊐
会�場� まちの特設３劇場･･･期間限定で町に現れる小劇場
� ①しばふ劇場（三股町多目的スポーツセンター）　②たいいくかん劇場（三股町体育館）
� ③そうこ劇場（旧小倉建設倉庫）　★わが町の劇場･･･三股町立文化会館

おまたせしました!

いよいよ開催！

国民文化祭みやざきのさきがけプログラム！
いつもの５月の 『まちドラ』 の特別版です！

秋の秋のままちちドドララ！青春スペシャル！青春スペシャル
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秋
と
い
え
ば
、
食
欲
の
秋
。
町
内
の
田

ん
ぼ
や
畑
も
、
収
穫
の
と
き
を
待
つ
作
物

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
町
内
に
あ
る
田
ん
ぼ

や
畑
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る｢

農
地｣

は
、
町

の
面
積
の
12
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
宅
地
の
面
積
と
比
較
す
る
と
倍

以
上
の
広
さ
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
、
農
地

を
所
有
し
て
い
る
と
い
う
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
農
地
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

農
地
が
あ
っ
て
も
、
知
識
や
道
具
が
な

け
れ
ば
耕
作
な
ど
の
管
理
は
難
し
い
も

の
。
中
に
は
人
に
貸
し
て
管
理
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
で
も
、
こ
ん

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

①�

貸
し
借
り
の
期
限
や
賃
料
を
口
約
束
で

決
め
て
い
る
。

②�

自
分
で
管
理
す
る
こ
と
も
難
し
く
、貸

そ
う
に
も
農
業
を
し
て
い
る
人
を
知
ら

な
い
た
め
、ほ
っ
た
ら
か
し
て
い
る
。

③�

亡
く
な
っ
た
人
の
名
義
で
農
地
が
あ

り
、相
続
を
し
て
い
な
い
。

こ
ん
な
状
態
が
続
い
た
ま
ま
で
い
る

と
、
貸
し
て
い
る
農
地
を
返
し
て
ほ
し
い

と
き
に
返
し
て
く
れ
な
い
、
借
り
て
い
る

農
地
を
い
つ
返
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
か

分
か
ら
な
い
な
ど
の
、
思
い
も
よ
ら
な
い

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

●
農
業
委
員
会

農
地
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
の
機
関
が
、農
業
委
員
会
で
す
。

農
業
委
員
会
の
仕
事
は
、「
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
」を
中
心
に
、
農

地
法
に
基
づ
く
農
地
に
関
す
る
事
務
で

す
。
具
体
的
に
は
、
担
い
手
農
家
へ
農
地

の
集
積
・
集
約
を
推
進
し
た
り
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
や
解
消
、
新
規
参
入
の
推

進
、
農
地
の
売
買
・
貸
し
借
り
の
許
可
、

農
地
を
転
用
す
る
こ
と
の
意
見
書
を
県

知
事
に
提
出
し
た
り
し
ま
す
。
農
業
委
員

と
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
連
携

し
な
が
ら
事
務
を
行
い
ま
す
。

 

農
地
は
誰
の
も
の
？

農
地
に
は
、
必
ず
所
有
者
が
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
農
地
は
そ
の
所
有
者
の

も
の
で
す
。
で
も
、
農
地
は
私
た
ち
が
生

き
て
い
く
の
に
必
要
な
米
や
野
菜
な
ど
の

生
産
の
場
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
生
存
基
盤

を
支
え
る
公
共
的
な
資
源
と
し
て
の
性
格

も
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
重
要
な
資

源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
法
な
ど
の
法

律
で
、
そ
の
売
買
や
貸
借
、
転
用
な
ど
が

法
律
で
制
限
さ
れ
、
保
護
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

農
業
委
員・農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
仕
事

農地を守る。
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さん
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内
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�介
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貞
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石
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さん

［谷］

馬
ま
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�芳
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文
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さん

［寺　柱］

会長職務代理者 中立委員

農地利用最適化推進委員10人�［ブロック別］

農業委員会委員６人�［会長・会長職務代理者以外議席番号順］

ブロック説明〔行政区単位〕
三股町農地利用最適化推進委員の推薦の
求めおよび募集に関する要綱　第2条
第１ブロック…�山王原・仲町・東原・稗

田・東植木・西植木・上
新・下新・今市・花見原・
中原

第２ブロック…�上米・中米・櫟田・谷・
小鷺巣・寺柱・大鷺巣・
高畑

第３ブロック…�梶山・田上・轟木・仮屋・
大野・大八重

第４ブロック…�勝岡・前目・餅原・蓼池・
三原

三 股 町 の 農 業 の こ と は、 私 た ち に ご 相 談 く だ さ い !

（学識経験者）

● 
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員

・
農
業
委
員

農
業
に
関
す
る
正
し
い
判
断
や
考
え

が
あ
り
、
事
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
人
の
中
か
ら
、
町
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。
任
期
は
３

年
で
、
農
地
の
売
買
・
貸
借
の
許
可
・

不
許
可
の
決
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
熱
意
と
正
し
い
判
断
や
考
え
が
あ

る
人
の
中
か
ら
、
農
業
委
員
会
が
委
嘱

し
ま
す
。
任
期
は
農
業
委
員
の
任
期
満

了
の
日
ま
で
で
、
担
当
区
域
で
の
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
担
当

し
ま
す
。

●�

三
股
町
農
業
委
員
会

本
町
の
農
業
委
員
会
は
、
６
人
の
農
業

委
員
と
、
10
人
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
で
構
成
し
、
農
家
へ
の
農
地
の
管
理

指
導
や
定
期
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
本
年
７
月
か
ら
、
新
し

く
３
年
の
任
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

町
内
を
４
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
２
人
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
農
地
面
積
が
広
い

こ
と
か
ら
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
４
人
と
し
て
い
ま
す
。

出
で

水
みず

�　茂
しげる

さん

［谷］
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農業委員の仕事は、町内にある農地
の貸し借りや売買など権利に関わるも
のが多くあります。重要な仕事に身の
引き締まる思いです。水路の保全・改
修、基盤整備など、さまざまな組織と
連携しながら活動することで、地域の
農地をどうやって未来につなげていく
のかということも考えていかなければ
ならないと思っています。

農業委員
今回、初めて農地利用最適化推進委
員の委嘱を受けました。私は専業農家
ではないので、不慣れなことも多く、
これから勉強していくこともたくさん
あると思います。しかし、引き受けた
からには、他の農地利用最適化推進委
員や農業委員と連携して、第２ブロッ
クの農地等の利用の最適化の推進のた
め、尽力していきます。

農地利用最適化

推進委員

大鷺巣地区

国
こく

分
ぶ

�時
とき

春
はる
さん

（大鷺巣在住）

農業委員・農地利用最適化推進委員の仕事

全体協議会
全体協議会は、ブロック
ごとに農地の売買や貸借
の許可申請など農業委員
会に申請があった案件の
内容確認や役割分担の確
認などを行います。農業
委員、農地利用最適化推
進委員、農業委員会事務
局職員が出席し、月に１
回行われます。

総　会
現場活動で確認した状況
を報告します。報告内容
をもとに農業委員が審議
し、案件の許可や不許可、
意見書の内容を決定しま
す。月に１回行われます。
原則、農業委員のみで行
われますが、農地利用最
適化推進委員の出席も可
能です。

現場活動
全体協議会で確認された
案件の農地を、農業委員
と農地利用最適化推進委
員で現地に行き、図面や
申請書をもとに確認し
ます。特に転用案件では、
周囲の農地に与える影響
などを考慮しながら確認
します。

農地パトロール
総会などの毎月ある活動
のほか、ブロックごとに
農地の見回りを定期的に
行います。これは、耕作
していない農地を調査し、
再び農地として利用する
よう農地の地主に指導す
ることを目的としていま
す。

お
い
し
い
お
米
や
ゴ
マ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

イ
モ
、
マ
ン
ゴ
ー
に
イ
チ
ゴ
。
ほ
か
に
も

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
や
家
畜
用
の
飼
料
な
ど

が
町
内
の
農
地
で
は
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
そ
ん
な
農
作
物
や
お

肉
を
食
べ
る
こ
と
で
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

農
地
は
、
個
人
の
財
産
で
あ
り
、
地
域

の
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
農
地
の
役
割
に

は
、
農
作
物
を
作
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

洪
水
や
土
砂
く
ず
れ
を
防
ぐ
機
能
や
地
下

水
を
作
る
機
能
が
あ
る
か
ら
で
す
。
農
地

を
守
る
こ
と
は
、
食
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

命
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
農
業
委

員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
農
業
委
員
会
だ
け
で
農
地

を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
農
地
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
担
い
手
農
家
や

農
地
の
地
主
を
は
じ
め
、
町
役
場
、
町
農

業
委
員
会
、
地
域
の
土
地
改
良
区
な
ど
が

相
互
に
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

｢

農
地
を
守
る｣

と
い
う
と
壮
大
な
話
に

聞
こ
え
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
で
必
要
な

権
利
を
設
定
し
た
う
え
で
、
耕
作
を
続
け

る
こ
と
。
そ
れ
が「
農
地
を
守
る
」と
い

う
こ
と
で
す
。
三
股
町
の
財
産
を
み
ん
な

で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
が
許
可
す
る
農
地
の
貸
借

で
は
、貸
す
人
と
借
り
る
人
が
明
確
で
す
。

で
も
、
貸
す
人
の
な
か
に
は
見
知
ら
ぬ
人

に
農
地
を
貸
す
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る
人

が
い
ま
す
。
ま
た
、
借
り
る
人
の
な
か
に

も
、
農
地
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
こ
と
で
か

え
っ
て
非
効
率
な
作
業
に
な
る
な
ど
、
思

う
よ
う
な
集
約
が
で
き
て
い
な
い
人
も
い

ま
す
。
そ
ん
な
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

国
が
全
都
道
府
県
に
一
つ
ず
つ
設
置
し
た

の
が「
農
地
中
間
管
理
機
構
」で
す
。機
構

は
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進
し
、

農
地
の
有
効
利
用
や
農
業
経
営
の
効
率
化

を
進
め
る
た
め
の
農
地
中
間
管
理
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
機
構
が
借
り

受
け
る
農
地
が
増
え
る
ほ
ど
、
ま
と
ま
り

の
あ
る
形
で
農
地
を
利
用
で
き
る
よ
う
集

約
し
た
う
え
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
機
構
が
農
地
を
借

り
受
け
る
と
き
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
形
で

農
地
を
集
約
す
る
の
か
は
、
町
と
農
業
委

員
会
、
地
域
の
担
い
手
農
家
な
ど
が
連
携

し
て
決
定
し
ま
す
。
農
地
中
間
管
理
機
構

の
詳
細
は
、
公
式
サ
イ
ト
を
確
認
す
る
か

町
農
業
振
興
課
農
政
企
画
係

（
☎
52
－
９
０
８
６
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農地を守る。

寺柱地区

馬
ま

渡
わたり

�芳
よし

文
ふみ
さん

（寺柱在住）

法人を経営するうえで、農地の確保
は必要なことです。でも、経営よりも
農事組合法人として、地域の農地を守
るのは大切なことです。農地を集積す
ることは農地を守り、食を守ることに
繋がります。「今新」が耕作を行う第７
地区では農地の地主が高齢化していま
す。今後、ますます農地を集積して守
ることが求められると思います。

農事組合法人今新

森
もり

　�良
よし

仁
ひと
さん

（下新在住）

INTERVIEW

INTERVIEW INTERVIEW

農
地
中
間
管
理
機
構

↑公式サイトはコチラから

農地を貸したい！
農地を売りたい！

農地を借りたい！

こんな時は農業委員会に相談を！

昔からのつきあいがあるから…
手続きが面倒だから…
転作・税金のことがあるから…

貸す人と借りる人の両方を
守るためにも農業委員会で
の手続きが必要です！

➡

農
地
を
守
る
と
い
う
こ
と

以前は、自分で米を作っていました。
年を取り段々と自分ではできなくな
り、今では息子たちが作るようになり
ました。でも、１年おきにしか米は作
れないから、そのときは「今新」に農地
を貸しています。手続きもややこしく
ないし、何より「今新」が利用してくれ
るのならありがたいと思っています。
息子たちもいつまでできるか分かりま
せんが、「今新」があるので安心です。

今市地区

下
しも

沖
おき

�幸
さち

男
お
さん

（今市在住）

INTERVIEW農地を借りた人
農地を貸した人
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C U L T U R E

L I B R A R Y

秋
の『
ま
ち
ド
ラ
！
』

11
月
21
日
～
22
日
、
み
ま
た
演
劇
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
０
『
秋
の
ま
ち
ド
ラ
！
青

春
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

来
年
７
月
に
開
催
す
る
国
民
文
化
祭
の
さ

き
が
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
毎
年
５
月
に
行
う

『
ま
ち
ド
ラ
』
の
特
別
版
で
す
。

　
「
青
春
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
の
高
校
演
劇

部
や
、
高
校
演
劇
部
出
身
で
九
州
を
拠
点
に

活
躍
し
て
い
る
演
劇
人
が
三
股
に
集
ま
り
、

さ
ら
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
加
わ
っ
て
、
７

つ
の
演
劇
作
品
を
上
演
し
ま
す
。

会
場
は
、
町
体
育
館
、
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
、
期
間
限
定
で
劇
場
に
し

た
特
設
３
劇
場
と
文
化
会
館
で
す
。

秋
の
昼
間
に
町
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
な
が
ら

演
劇
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

☆
文
化
の
力
で
、
町
を
、
人
を
元
気
に
！

町
立
文
化
会
館
で
は
、
感
染
症
対
策
を
し
、

い
ろ
ん
な
公
演
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

■ 

詳
し
く
は
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
崎
か
ら
劇
団
が
や
っ
て
来
た
！

８
月
21
日
～
22
日
、
文
化
芸
術
の
力
で
町

を
活
性
化
企
画「
ゆ
る
ド
ラ
！
」第
３
弾
～
九

州
演
劇
を
楽
し
ん
で
み
よ
う
、
劇
団
ヒ
ロ
シ

軍
『
カ
チ
カ
チ
山
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
劇
団
ヒ
ロ
シ
軍
」
は
、
俳
優
で
演
出
家
の

荒あ
ら

木き

宏ひ
ろ

志し

を
中
心
に
全
国
で
活
躍
し
て
い
る

長
崎
県
の
劇
団
で
す
。

今
回
上
演
し
た
作
品
は
、
昔
話
「
カ
チ
カ

チ
山
」
を
、『
カ
チ
カ
チ
山
の
タ
ヌ
キ
と
ウ
サ

ギ
は
、
モ
テ
た
い
中
年
男
と
、
無
邪
気
な
少

女
だ
っ
た
。』と
太
宰
治
が
独
特
の
解
釈
で
昭

和
20
年
に
描
い
た
物
語
で
す
。

演
出
は
、
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
の
永な

が

山や
ま

智と
も

行ゆ
き

、
出
演
は
、
荒
木
宏
志
、
隠い

ん

塚つ
か

詩し

織お
り

（
万
能

グ
ロ
ー
ブ
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
ダ
イ
ナ
モ
ス
）、
五ご

島と
う

真ま

澄す
み

（P

プ

イ

エ

イ

U
Y

EY

）、
磯い

そ

口ぐ
ち

穂ほ

乃の

佳か

の
４
人
。

加
え
て
柳や

な
ぎ

田た

裕ゆ
う

輔す
け

（
ギ
タ
ー
）、
坂さ

か

元も
と

陽よ
う

太た

（
ベ
ー
ス
）、
衛え

藤と
う

和か
ず

洋ひ
ろ（

ド
ラ
ム
）
が
音
楽
演

奏
で
出
演
し
ま
し
た
。

太
宰
治
が
描
い
た
奇
想
天
外
な
物
語
と
荒

木
宏
志
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
バ
ン
ド
の
生
演

奏
が
重
な
っ
た
笑
い
の
音
楽
劇
で
、
観
客
を

楽
し
い
時
間
に
い
ざ
な
い
ま
し
た
。

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

『 カチカチ山 』本番の様子

『まちドラ！ 2019』 の様子

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

パネル展示
「 霧島ジオパークの魅力を学ぼう 」

本は大切に…蔵書点検を実施しました

10
月
に
な
る
と
、
私
は
い
つ
も

カ
ボ
チ
ャ
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

日
本
で
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
は
年
間
を

通
じ
て
ス
ー
プ
や
コ
ロ
ッ
ケ
、
カ

レ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
使

用
さ
れ
る
身
近
な
野
菜
で
す
。
一

方
、
ア
メ
リ
カ
で
カ
ボ
チ
ャ
と
い

え
ば
、
秋
に
活
躍
す
る
パ
ン
プ
キ

ン
ス
パ
イ
ス
で
す
。
で
も
、
パ
ン

プ
キ
ン
ス
パ
イ
ス
に
カ
ボ
チ
ャ
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
シ
ナ
モ
ン
や

ナ
ツ
メ
グ
な
ど
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ

た
も
の
で
、
よ
く
使
わ
れ
る
料
理

が
、
パ
ン
プ
キ
ン
ス
パ
イ
ス
ラ
テ

と
パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
で
す
。
そ
し

て
驚
い
た
の
は
、
こ
こ
数
年
、
パ

ン
プ
キ
ン
ス
パ
イ
ス
が
新
し
い

方
法
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
ク
ッ
キ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
、
パ

ン
ケ
ー
キ
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
さ

ら
に
は
パ
ン
プ
キ
ン
ス
パ
イ
ス

ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
本
の
か
ぼ
ち
ゃ
と
ア
メ
リ
カ
の

カ
ボ
チ
ャ
は
全
く
違
う
け
ど
、
ど

ち
ら
も
お
い
し
い
も
の
で
す
。

も
し
機
会
が
あ
れ
ば
、
日
本
の

か
ぼ
ち
ゃ

と
ア
メ
リ
カ

の
カ
ボ
チ
ャ

の
違
い
を
味

わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

場
合
が
あ
り
ま
す
。

８
月
の
長
期
臨
時
休
館
に
つ
い
て

感
染
防
止
の
た
め
、
８
月
12
日
か
ら
31
日

ま
で
臨
時
休
館
と
な
り
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
休
館
中
は「
蔵
書
点
検
」を
行
い

ま
し
た
。
図
書
・
視
聴
覚
資
料
約
16
万
点
の

資
料
が
所
定
の
場
所
に
あ
る
か
を
確
認
す
る

作
業
で
す
。
結
果
、
窓
口
を
通
さ
ず
に
館
外

に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
図
書
が
25
冊
あ
り
ま

し
た
。
資
料
は
、
長
期
に
わ
た
り
保
存
さ
れ

る
町
民
の
共
有
財
産
で
す
。
大
切
に
取
り
扱

い
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
中
・
高
校
生

向
け
の
Ｙ
Ａ
（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
）
本
コ
ー

ナ
ー
を
増
設
し
、
本
が
見
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
文
学
、進
路
本
、語
学
本
な
ど
購
入
し
て

ほ
し
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
パ
ネ
ル
展
開
催

宮
崎
県
中
山
間
・
地
域
政
策
課
提
供
に
よ

る「
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
」パ
ネ
ル
展
を

９
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
霧
島
の
山
々
、
生

態
系
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
を
パ

ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
な
ど
で
紹
介
し
ま
し
た
。

■
休
館
案
内（
13
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

秋
の
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
は
「
秋
の
読
書

週
間
」で
す
。
今
年
の
標
語
は「
ラ
ス
ト
ペ
ー

ジ
ま
で
駆
け
抜
け
て
」
で
す
。
読
書
か
ら
知

識
や
感
動
を
得
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
図
書
館
で
は
読
書
週
間
中
に
、
本
に

親
し
む
催
し
を
行
い
ま
す
。

特
設
展
示　

図
書
館
員
の
本
棚

10
月
22
日
（
木
）
～
11
月
17
日
（
火
）

お
す
す
め
の
本
を
展
示
紹
介
し
ま
す
。

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

10
月
22
日
（
木
）
13
時
～
15
時　

図
書
館
で
の
保
存
期
間
が
過
ぎ
た
雑
誌
を

リ
サ
イ
ク
ル
配
布
し
ま
す
。

図
書
館
映
写
会　

10
月
27
日
（
火
）、
28
日
（
水
）、
い
ず
れ
も

午
前
10
時
10
分
～
午
後
０
時
10
分
、
午
後

２
時
～
４
時　

上
映
作
品
「
深
夜
食
堂
」

主
演
・
小
林
薫
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
定
員
15
人
）

こ
ど
も
の
た
め
の
と
し
ょ
か
ん
シ
ア
タ
ー　

11
月
７
日
（
土
）
午
前
11
時
～
正
午
「
お
し

り
た
ん
て
い
」、
午
後
２
時
～
４
時
30
分

「
く
ま
の
ア
ー
ネ
ス
ト
お
じ
さ
ん
と
セ
レ

ス
テ
ィ
ー
ヌ
」「
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
」（
座
席

数
15
席
）

※  

感
染
状
況
に
よ
り
、
延
期
や
中
止
と
な
る

地域おこし協力隊通信 vol.８

萩
原
由
美
子

散
歩
道
杉
の
木
切
ら
れ
赤
松
や　

樫
の
木
群
が
表
舞
台
に

か
つ
て
夫
と
摩
周
湖
一
周
懐
か
し
む
朝
霧
い
ま
だ
晴
れ
ず　

昼
未
だ

[

短
歌]  

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
昔
、
主
人
と
の
北
海
道
旅
行
で
、
中
で
も
摩
周
湖
一
周
で
は
濃
い
霧

が
長
く
続
き
何
も
見
え
な
い
の
を
見
て
驚
き
、
途
中
で
急
に
晴
れ

て
美
し
い
湖
が
見
ら
れ
、
一
度
に
両
方
見
る
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。 260

黒
木
文
子

長
年
の
散
歩
道
の
両
側
に
植
え
ら
れ
て
い
た
杉
の
木
が
切
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
ろ
に
赤
松
や
樫
の
木
群
が
あ
っ
た
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
や
っ
と
日
の
目
を
見
た
と
い
う
か
、
又
、
違
っ
た
味

わ
い
の
あ
る
散
歩
道
に
な
り
ま
し
た
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『どの瞬間もみんなが輝く』

三股中体育大会の様子

9月10日、三股中で体育大会が
行われました。競技の合間などに
給水時間が多く設けられるなど、
熱中症対策も十分とられていまし
た。また、今回はコロナの影響で昨
年と比べて競技がカットされる、
保護者の入場が一部制限されるな
ど、例年とは違う体育大会となり
ました。しかし、生徒たちは大き
な声で応援し、全力で競技に挑み、
汗も笑顔も輝いていました。

今年の夏は「人に会って話を聴く」ということを続けてきま

した。 聴いてきた声は、 「ホッとするような、 心が癒やされる

場所をつくりたい」、 「少しでも世のため、人のためになること

をしたい」「質にこだわって、 丁寧につくりあげたものを届け

たい」など。 一人ひとり、 職業も年齢も暮らしのリズムも違い

ますが、相手の声にもう一歩寄り添って話を聴いてみると、ど

の人にも共通して「大切にしている想いや信念、 経験（ストー

リー）」がありました。 相手が普段「何をしている人なのか」情

報として知っている、 ということを超えて、 その人が「大切に

していること」に触れるために聴くことは、その人を心から応

援しようという気持ちになりま

す。 これからも三股にある大事な

声を聴き続け、 書き残していきた

いと思います。

わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

『想いに触れながら
＂聴く〟ということ』 ライト・デレック

10月といえば「カボチャ」

地域おこし協力隊 清
きよ

山
やま

 美
み

咲
さ

さん
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三
股
演
奏
楽
団
が
演
奏
会
を
行
う

勝
岡
小
で
巡
回
公
演

９
月
２
日
、
勝
岡
小
体
育
館

で
、町
文
化
会
館
主
催
の
巡
回
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
巡

回
公
演
は
、町
内
在
住
の
ギ
タ
リ

ス
ト
愛あ

い

川か
わ

義よ
し

夫お

さ
ん
率
い
る
三

股
演
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏
会
。例

年
で
あ
れ
ば
、町
内
の
各
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
す
が
、本
年
度
の
巡

回
公
演
は
、勝
岡
小
の
み
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
公
演
で
は
、

児
童
た
ち
は
楽
団
と
心
の
中
で

一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
、ダ
ン
ス

を
し
た
り
、柔
ら
か
な
ピ
ア
ノ
の

音
色
を
寝
転
が
っ
て
聞
い
た
り

す
る
な
ど
、全
身
で
音
楽
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

お
い
し
く
な
あ
れ

親
子
で
み
そ
作
り
を
体
験

８
月
30
日
、町
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
親
子
み

そ
作
り
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
日
は
１
７
６
人
、71

組
の
親
子
が
参
加
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、場
所
を
町
体
育
館
と
町
武
道

館
に
、
さ
ら
に
参
加
者
を
分
け
、

開
始
時
間
を
ず
ら
す
な
ど
の
措

置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。み
そ
作
り

は
、ケ
ン
コ
ー
食
品
工
業
㈱
の
手

作
り
み
そ
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
わ

れ
、参
加
者
は
一
生
懸
命
説
明
を

聞
き
な
が
ら
、親
子
で
一
緒
に
み

そ
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大お
お

峰み
ね

高た
か
し

さ
ん

紺こ
ん

綬じ
ゅ

褒
章
を
受
章

昨
年
10
月
、「
町
の
活
性
化
に

役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」と
本
町

に
多
額
の
寄
付
を
し
た
大
峰
高
さ

ん
が
、公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付

し
た
人
に
贈
ら
れ
る
紺
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
、９
月
１
日
に
町
長
室

で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。伝

達
式
で
町
長
は「
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
人
材
育
成
の
た
め

に
、有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
寄
付
金
は
、ふ
る
さ
と
振

興
人
材
育
成
基
金
に
積
み
立
て
て

活
用
さ
れ
ま
す
。な
お
、大
峰
さ

ん
は
平
成
26
年
と
29
年
に
も
町
に

寄
付
を
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

１
２
２
人
に
敬
老
祝
い
金
贈
呈

敬
老
の
日
を
前
に
、町
は
町
内

在
住
で
満
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
た

１
１
２
人
と
満
１
０
０
歳
を
迎
え

た
９
人
お
よ
び
町
内
最
高
齢
１
０

７
歳
の
有あ

り

馬ま

エ
ダ
さ
ん
に
敬
老
祝

い
金
を
送
り
ま
し
た
。

９
月
１
日
に
は
、木
佐
貫
町
長

が
米
寿
を
迎
え
た
児こ

玉だ
ま

サ
チ
子こ

さ

ん
、原は

ら

リ
ツ
子こ

さ
ん
、重し

げ

信の
ぶ

ヨ
シ

さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
町
長
は
、

３
人
に
記
念
写
真
と
敬
老
祝
い
金

を
渡
し「
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
」と
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
て
激
励
し
ま
し
た
。

※�

人
数
な
ど
は
、７
月
１
日
時
点

の
も
の
で
す
。

９
月
１
日
、
町
長
、
副
町
長
や

町
商
工
会
長
な
ど
が
町
内
の
飲
食

店
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
説
明
と
順

守
点
検
を
行
う
た
め
で
す
。こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、県
が
取
り
ま

と
め
た「
新
し
い
生
活
様
式
」に
対

応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。３
密

対
策
や
入
店
す
る
際
の
手
指
消
毒

の
徹
底
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
実

践
し
て
い
る
店
舗
は
、「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」実
践
宣
言
の
店
と
し
て

入
口
な
ど
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
践

宣
言
の
チ
ラ
シ
を
貼
る
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
心
し
て
利
用
す
る
た
め
に

｢

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン｣

一
斉
点
検

愛
の
ご
寄
付

　
「
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
」は
障
害
者

の
社
会
活
動
の
促
進
、
生
活
意
欲
の
向
上

や
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
支

給
す
る
も
の
で
す
。
支
給
対
象
者
や
申
請

期
限
な
ど
の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

支
給
対
象
者
＝
10
月
１
日
現
在
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
在
宅
の
人
で
、
次
の
①

～
⑤
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

①
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人

②�

児
童
扶
養
手
当
、特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、三
股
町
心
身
障
害
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人

③�

町
に
転
入
し
て
か
ら
６
カ
月
を
経
過

し
た
人

④�

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
超
え

る
所
得
が
な
い
人

⑤
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

●�

申
請
期
限
＝
10
月
30
日（
金
）午
後
５

時
ま
で

●�

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
①
印
か
ん（
認

め
印
可
、
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）②
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
③
本
人

名
義
の
通
帳
④
本
人
の
滞
納
の
な
い
証

明
書

●
支
給
額
＝
年
額
１
万
円
か
ら
８
０
０
０
円

　
※
障
害
等
級
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝�

福
祉
課　
社
会
福
祉
係

☎
52
－
９
０
６
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
町
で
は
、
一
生
に
一
度
の
成
人
式

を
大
切
な
お
友
達
と
一
緒
に
迎
え
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
新
し
い
生
活
様
式
」に
基

づ
く
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
次
の
と

お
り
可
能
な
限
り
開
催
す
る
方
向
で
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

●
日
時
＝
令
和
３
年
１
月
５
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分（
予
定
）

●
会
場
＝
町
立
文
化
会
館

●
受
け
付
け
＝
午
前
10
時
～

●�

対
象
＝
平
成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

※�

新
成
人
に
は
10
月
中
旬
頃
に
は
が
き
で

案
内
し
ま
す
。就
職
・
進
学
で
町
か
ら
転

出
し
た
新
成
人
に
も
家
族
が
町
内
在
住

で
あ
れ
ば
、文
書
を
送
付
し
ま
す
。

成
人
式
で
、『
新
成
人
の
誓
い
』の
発
表

者
や
成
人
証
書
受
領
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
20
歳
の
記
念
に
応
募
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

※�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
と
な
り

ま
す
。

●
内
容
＝

・『
新
成
人
の
誓
い
』発
表
者
…
…
１
人

新
成
人
と
し
て
の
誓
い
・
決
意
を

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚
程
度
に

ま
と
め
、発
表
し
ま
す
。

・
成
人
証
書
受
領
者
…
…
…
…
…
１
人

新
成
人
を
代
表
し
て
成
人
証
書
を
受
け

取
り
ま
す
。

●
募
集
締
切
＝
10
月
30
日（
金
）

※�

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
令
和
３
年
三
股

町
成
人
式
が
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝�

　
教
育
課　
生
涯
学
習
係

　
☎
52
－
９
３
１
１

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
護
者
に
直
接
案
内
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

宮
村
小
学
校
入
学
予
定
児
童
は
、
健
康

診
断
終
了
後
、
標
準
服
の
採
寸
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●�

お
問
い
合
わ
せ
＝�

教
育
課　
学
校
教
育
係

☎
52
－
９
３
１
４

令
和
3
年
三
股
町
成
人
式
を
開

催
し
ま
す

寄
付
者
一
覧

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人�
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●�

忌
明
寄
付

●�

一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

中な
か

原は
ら

和か
ず

子こ

夫

勇ゆ
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

80

前
目

5
万
円

出で

水み
ず

マ
ツ
子こ

夫

定さ
だ

義よ
し

88

谷

3
万
円

松ま
つ

永な
が

久ひ
さ

子こ

夫

克か
つ

彦ひ
こ

77

三
原

3
万
円

温ぬ
く

水み
ず

東は
る

嶽た
け

叔
母
瀬せ
尾お
ト
ヨ

88
山
王
原
３
万
円

田た

中な
か

丞じ
ょ
う

治じ

母

敏と
し

子こ

93

下
新

3
万
円

髙た
か

畑は
た

秋あ
き

男お

母

フ
ク
エ
102

中
米

2
万
円

中な
か

西に
し

征ゆ
く

子こ

夫

一い
ち

雄お

92

東
原

５
万
円

上う
え

原は
ら

溶よ
う

子こ

夫

哲て
つ

也や

80

仲
町

３
万
円

久く

保ぼ

義よ
し

博ひ
ろ

母

ト
シ
子こ

95

櫟
田

３
万
円

せら知お

「
70
歳
の
節
目
を
迎
え
、
恩
返
し
の
つ
も
り
で

寄
付
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
で
き
る
範
囲
で

恩
返
し
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

大お
お

峰み
ね　

高た
か
し

さ
ん

（
今
市
在
住
）

受
章
者

「
全
部
手
作
業
で
作
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。み
そ
が
で
き
た
ら
、
み
そ

汁
を
作
っ
て
食
べ
た
い
で
す
」

道み
ち

添ぞ
え

美み

穂ほ

さ
ん

参
加
者（

勝
岡
小
４
年
）

来く
る

望み

さ
ん

（
勝
岡
小
３
年
）

陽ひ

菜な

乃の

さ
ん

「
音
楽
の
授
業
で
学
ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。音
の
重
な
り
や
音
色
が

生
か
さ
れ
て
い
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

野の

口ぐ
ち

真ま

優ゆ
う

さ
ん

（
勝
岡
小
５
年
）

参
加
者

『
新
成
人
の
誓
い
』発
表
者
な
ど

を
募
集
し
ま
す

令
和
３
年
度
新
入
学
予
定
児
童

の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す

学
校
名

実
施
日（
場
所
）

受
付
時
間

三
股
小
学
校
10
月
14
日（
水
）

（
三
股
小
学
校
体
育
館
）

午後１時30分～１時50分

三
股
西
小
学
校
10
月
20
日（
火
）

（
三
股
西
小
学
校
体
育
館
）

勝
岡
小
学
校
10
月
28
日（
水
）

（
勝
岡
小
学
校
体
育
館
）

梶
山
小
学
校

宮
村
小
学
校

長
田
小
学
校
10
月
29
日（
木
）

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
交
付

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

「第30回三股町ふるさとまつり」は今年度
の開催を見送ります

11 月 14 日（土）・15 日（日）に開催を予定していた「第
30 回三股町ふるさとまつり」は、新型コロナウイルス感
染症の感染状況と、皆さんの安全確保などを検討した結
果、今年度の開催を見送ります。

来年度「第 30 回三股町ふるさとまつり」を盛大かつ
安全に開催できるよう検討し準備を進めます。ご理解を
お願いします。
●お問い合わせ＝企画商工課�商工観光係☎52－9085 町内最高齢の有馬エダさん

ガイドライン実践宣言のチラシ
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●
定
員
＝
７
組　

(

要
予
約)

誕
生
日
の
お
友
達
を
み
ん
な
で
お
祝
い

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
11
月
10
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

当
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
近
所
で
助
け
合
う

子
育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。

“
依
頼
者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提

供
者
は
大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て

く
れ
る
＂そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優

し
さ
や
喜
び
が
響
き
合
う
事
を
大
切
に
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

育
児
を
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

地
域
の
人
に
甘
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
一
人

で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
だ
け
で
も
来
て

く
だ
さ
い
。
急
な
用
事
に
備
え
て
、
念
の

た
め
に
登
録（
無
料
）し
て
い
る
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。　

●�

利
用
料
金
＝
町
が
一
人
目
の
み
1
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

※�

時
間
外
の
場
合
は
、
留
守
番
電
話
に
お

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

●
定
員
＝
７
組(

要
予
約)

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
10
月
22
日（
木
）　

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室
と
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
10
月
27
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室

●
定
員
＝
15
組　

(

要
予
約)

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
11
月
５
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
す
。（
保
護
者
同
伴
が

原
則
）。

月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～
正
午
ま
で

と
、
午
後
１
時
～
３
時
に
開
放
し
て
い
ま

す
。
ま
た
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽

し
い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ

ト
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い

る
」「
お
友
達
を
つ
く
り
た
い
」お
母
さ
ん

は
、ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
人
数

制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

催
し
物
は
、
予
約
が
必
要
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

「
い
も
ん
子
ク
ラ
ブ
」と
手
遊
び
や
製
作

を
通
し
て
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
10
月
15
日（
木
）　

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
定
員
＝
７
組　

(

要
予
約)

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
先
生

と
一
緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽

●�

期
日
＝
11
月
５
日（
木
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
元
年
10
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

タ
オ
ル

●�

期
日
＝
10
月
27
日（
火
）

●�

受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
平
成
30
年
12
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

質
問
票
、タ
オ
ル

〈
10
月
〉

●
期
日
＝
10
月
22
日（
木
）

●
受
付
期
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
平
成
29
年
１
月
生
ま
れ

〈
11
月
〉

●
期
日
＝
11
月
12
日（
木
）

●
受
付
期
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
平
成
29
年
２
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

質
問
票
、検
尿
、タ
オ
ル

●
各
健
診
受
診
時
の
注
意
事
項

感
染
症
対
策
で
、「
密
集
」
を
避
け
る

た
め
、
会
場
へ
の
入
場
制
限
を
行
い
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

祉福と健保

赤
ち
ゃ
ん
健
診（
１
歳
児
の
み
）

１
歳
６
か
月
児
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

友
達
つ
く
ろ
う
！
一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
！

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

お
は
な
し
会

祉福と健保

名
前
と
電
話
番
号
を
残
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
10
月
19
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●
場
所
＝
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※�

音
楽
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
歩
く
動
作
を
中
心
に
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
、

室
内
履
き
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
登
録
後
す
ぐ
に
参
加
で
き
ま
す
。

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
集
団
検
診
〉

�

◦
肺
が
ん
検
診（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）

�

◦
大
腸
が
ん
検
診（
便
潜
血
検
査
）

（
６
月
～
11
月
の
期
間
で
、
特
定
健
診

と
同
じ
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。）

※
以
下
の
集
団
健
診
は
予
約
が
必
要
で
す

�

◦
胃
が
ん
検
診（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

　
日
程
＝
11
月
22
日（
日
）

�

◦�

子
宮
が
ん
検
診（
子
宮
頚
部
の
細
胞
診

検
査
）

　

�

日
程
＝
12
月
8
日（
火
）・
12
月
23
日

（
水
）・
令
和
３
年
２
月
２
日（
火
）

�

◦�

乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
超

音
波
検
査
）

日
程
＝
11
月
11
日(

水)

・
12
月
１
日

（
火
）・
12
月
８
日(

火)

・
令
和
３
年

２
月
２
日（
火
）・
２
月
３
日（
水
）

※�

受
診
表
は
予
約
を
受
け
て
か
ら
郵
送
し

ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〈
個
別
検
診
〉

�

◦�

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
が

受
診
で
き
ま
す
。

●
受
診
期
間
＝
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で

●�

実
施
医
療
機
関
＝「
令
和
２
年
度　
検

診
一
覧
表
」が
町
役
場
１
階
案
内
ま
た

は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。
町
公
式
サ
イ
ト
か
ら
も
確
認
で

き
ま
す
。

※�

医
療
機
関
に
予

約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

現
在
、
全
国
で
約
1
万
3
千
人
の
人

が
、
公
益
社
団
法
人
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
、
臓
器
移
植
を
待
っ

て
い
ま
す
。「
臓
器
提
供
す
る
」「
臓
器
提

供
し
な
い
」ど
ち
ら
も
大
切
な
自
分
の
意

思
表
示
で
す
。
ま
た
、
そ
の
意
思
は
い
つ

で
も
変
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
健
康
保

険
証
の
裏
な
ど
に
意
思
表
示
を
し
、
ご
家

族
や
大
切
な
人
に
、
今
の
自
分
の
意
思
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
想
い
を
紡
ぎ�

心
を
繋
ぐ
ノ
ー
ト
＝

都
城
市
・
三
股
町
医
療
介
護
連
携
推

進
協
議
会
で
は
、
人
生
の
最
終
段
階
で

延
命
治
療
の
有
無
な
ど
ど
の
よ
う
な
医

療
・
介
護
を
望
む
か
を
、
家
族
な
ど
で

話
し
合
っ
て
記
載
で
き
る
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト『
想
い
を
紡
ぎ　
心
を
繋
ぐ

ノ
ー
ト
』を
作
成
し
ま
し
た
。

　
『
想
い
を
紡
ぎ　
心
を
繋
ぐ
ノ
ー
ト
』

を
活
用
し
て
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
と

人
生
会
議
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

一　
般

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

３
歳
児
健
診

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

誕
生
会（
10・11
月
生
ま
れ
の
お
友
達
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

利
用
時
間

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時

３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
、
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
の
み

５
０
０
円

兄
弟
利
用
２
人
目
か
ら

４
０
０
円

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
で
す
！

足もと元気教室
●日程＝10月15日～11月14日までの分
地区名 時　間 場　所 日　程

1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館
10月16日（金）

11月６日（金

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ 11月５日（木）

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 11月12日（木）

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 10月21日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 10月15日（木）

蓼　池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
10月22日（木）

11月５日（木）

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター 11月４日（水）

餅　原 午前９時30分～11時 餅原営農研修館 10月19日（月）

三　原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター 10月21日（水）

中　原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
10月28日（水）

11月11日（水）

今　市 午前９時30分～11時 今市児童館 11月２日（月）

下　新 午前９時30分～11時 第7地区分館 11月13日（金）

8地区 午前９時30分～11時 第8地区分館 10月23日（金）

9地区 午後１時30分～３時 第9地区分館
10月28日（水）

11月11日（水）

●準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※10月1日～14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。
※�新型コロナウイルス感染症対策で、10月以降の日程を中止する場
合もあります。参加される場合は、事前に町地域包括支援センタ
ーまでご確認ください。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト『
想
い

を
紡
ぎ　

心
を
繋
ぐ
ノ
ー
ト
』

を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

●
人
生
会
議
と
は
＝

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
自
分
の

望
む
医
療
や
ケ
ア
を
、
前
も
っ
て
自
ら

考
え
、
自
分
の
信
頼
す
る
人
た
ち
と
話

し
合
い
、
共
有
す
る
こ
と
を『
人
生
会

議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
＝
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
）』と
い
い
ま
す
。

●�

受
け
取
り
場
所
＝

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
職
員

が
説
明
し
た
う
え
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※�

次
の
場
所
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◦�

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー（都

城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
事
務
局
）

◦�

都
城
市
・
三
股
町
内
医
療
機
関

（
歯
科
医
療
機
関
は
除
く
）
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（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

交通事故（人身）発生ワースト順位�◎県内第17位／令和2年７月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

22
歳　
Ｓ
・
Ｔ

「
未
熟
者
」
③

（
全
３
回
）

そ
の
後
、
私
は
警
察
に
出
頭
し
、
逮
捕

さ
れ
ま
し
た
が
、
や
が
て
保
釈
さ
れ
、
裁

判
ま
で
毎
月
命
日
に
ご
遺
族
の
自
宅
と

親
友
の
墓
前
で
お
焼
香
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

裁
判
で
は
、
懲
役
３
年
の
判
決
が
下

り
、
１
人
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
の
に
た
っ

た
３
年
な
の
か
と
ご
遺
族
は
思
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

事
件
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
す
が
、
ご
遺

族
は
日
々
悲
し
く
つ
ら
い
思
い
を
し
て

い
る
と
思
う
と
、
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。

刑
務
所
に
服
役
し
て
い
る
私
よ
り
も
比

較
に
な
ら
な
い
苦
し
み
を
し
て
い
る
は

ず
で
す
。

受
刑
生
活
の
開
始
か
ら
２
年
4
カ
月
経

ち
ま
す
が
、
今
ま
で
家
族
が
代
わ
り
に
ご

遺
族
の
自
宅
と
親
友
の
墓
前
に
伺
わ
せ
て

頂
い
て
お
り
、
私
の
責
任
な
の
に
関
係
の

な
い
家
族
ま
で
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
件
の
ご
遺
族
と
の
示
談
は
成

立
し
て
い
ま
す
が
、
刑
務
所
で
改
善
指
導

を
受
け
、
ご
遺
族
が
私
に
掛
け
て
下
さ
っ

た
言
葉
も
ご
遺
族
が
私
を
許
し
て
く
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
勘
違
い
を
し
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。

ご
遺
族
は
私
の
こ
と
を
許
す
は
ず
は

な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
私
の
で
き
る
償

い
を
続
け
、
再
犯
を
し
な
い
こ
と
を
誓
い

ま
す
。贖いとは、罪を償うという意味。

　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさ
ないよう、心の戒めにしていただきた
いと思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

情のしらく 報

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

11月2日（月）は納期限です
●町県民税（第3期）
●国民健康保険税（第4期）

口座振替は 10 月 26 日（月）です。やむを得ず口座振替
できなかったときは、11 月 10 日（火）に再振替を行いま
す。引き落としの前日までに預貯金口座の残高確認をお願
いします。

なお、再振替でも引き落としされなかった場合は、納付
書で納めることになります。

証明書の申請には身分証明が必要です。
課税証明、納税証明、固定資産評価証明などが必要な場

合は、運転免許証などの身分証明書をお持ちのうえ、申請
をしてください。本人以外が申請する場合は、委任状が必
要です。ただし、町内同一世帯家族（親族）の場合は、窓口
に来た人の申出書提出で申請できます。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52－9635

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事

故、病気や失業など、やむを得ない特別な事情があって納
期内に納められないときは、印かんをご持参の上、早めに
ご相談ください。年度を繰り越す滞納とならないよう各種
納税相談を受け付けます。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52－9634
家屋を取り壊したときは連絡をください

家屋を取り壊した人、または年内に取り壊す予定の人
は、ご連絡ください。

専用住宅を取り壊すと、住宅用地の特例が無くなり、土
地の固定資産税額が以前より高くなる場合もありますの
で、取り壊す前に資産税係にご確認ください。家屋は、令
和２年中に取り壊した場合、令和３年度から固定資産税は
課税されません。
■お問い合わせ＝資産税係　☎52－9636

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和2年９月1日現在） ◦男／11,829人◦女／13,576人◦合計／25,405人（前月比−２人）
◦世帯数／10,426戸（+２戸）◦出生／17人◦死亡／17人◦転入／73人◦転出／75人

休日急患診療機関くらしのカレンダー

　情のしらく 報
10月〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

今回の記事紹介は古墳時代です。古墳時代は、前方後円墳や
円墳、方墳などの大小の古墳が築造された時期をさします。本
町で古墳は確認されていませんが、古墳時代の遺跡の発掘調査
は実施されています。事例としては、諏訪廻第１遺跡（前回紹
介）と中原遺跡が挙げられます。諏訪廻第１遺跡の調査は墓苑
高才原（墓地公園）の建設事業前に実施されました。全面調査
ではなく部分調査でしたが、遺跡を東西に走る大型溝が確認さ
れ、丘陵上の端部を区画し、集落形成における境界線であった
可能性があります。
2004 年に調査された梶山地区の中原遺跡（宅地分譲前に実

施）では、古墳時代の中期から後期にかけての集落跡が見つか
りました。竪穴住居跡 15 基、３本の溝状遺構などが検出され、
竪穴住居跡からは、甕形、壺形、高坏形などの土師器がまとまっ
て出土しました。立地としては、梶山小学校近くの沖水川の北
側に位置し、諏訪廻第１遺跡よりも低地で集落が形成されてい
ます。
●お問い合わせ＝生涯学習係　☎52－9311

※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜
間急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお
問い合わせください。

日 病院名 町　名 電話番号

４日

山内小児科医院（小） 上 町 ☎22-0048

ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700

隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100

安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 豊 満 町 ☎39-2226

橘病院（整） 中 町 ☎23-7236

よしだ眼科クリニック（眼） 三 股 町 ☎77-8817

11日

城南病院（小・内） 大 王 町 ☎23-2844

鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008

園田光正内科医院（内） 太郎坊町 ☎38-5115

一心外科医院（外・胃・肛・内） 三 股 町 ☎52-7788

江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） 三 股 ☎51-1122

いそいち産婦人科医院（産・婦） 平 塚 町 ☎22-4585

18日

児玉小児科（小） 花 繰 町 ☎25-5570

藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717

しげひらクリニック（内） 神之山町 ☎27-5555

都北ごとうクリニック（外・消・呼・乳・肛） 都 北 町 ☎38-6060

きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300

岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 三 股 町 ☎51-1187

25日

沖水こどもクリニック（小） 太郎坊町 ☎27-5656

野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153

みしま内科クリニック（内・循）三 股 町 ☎51-8100

たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818

飯田整形外科クリニック（整） 上 町 ☎46-5115

中山産婦人科医院（産・婦） 前 田 町 ☎23-8815

★コロナウイルス対策により、急遽休館になる場合があります。ホームページでご確認ください。

町史へのいざない
古墳時代の三股

中原遺跡の竪穴住居跡

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３
可燃物

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

11 12 13 14 15 16 17
可燃物
図書館休館日

可燃物 缶・ビン 可燃物

18 19 20 21 22 23 24
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

不燃物 可燃物

25 26 27 28 29 30 31
可燃物
図書館休館日

可燃物 可燃物

10月
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お手数ですが
63円切手を
貼ってお出し
ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2020.10　vol.602

期日＝10月25日(日)予定／午前８時～10時30分ごろまで
次回のみまたん駅前よかもん朝市�

※�

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市
は
10
月
25
日

（
日
）に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、や
む
を

得
ず
急
遽
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予

め
ご
了
承
下
さ
い
。

チーズ饅頭／各種１個�100円
製造者／がんばっど！山王原

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
138

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

東
原
在
住 

山や
ま

元も
と

洋よ
う

一い
ち（

60
）さ
ん

土
と
向
き
合
い
、自
分
と
向
き
合
う

作
物
は
嘘
を
つ
か
な
い

「
手
塩
に
か
け
た
分
、
結
果
に
表
れ

る
の
が
農
業
の
魅
力
で
す
」と

語
る
山
元
さ
ん
は
、
キ
ュ
ウ
リ
農
家
に
転

身
し
て
６
年
目
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
は
農

地
も
機
械
も
な
く
、
あ
る
の
は
農
業
へ
の

興
味
と
、
楽
し
そ
う
に
家
庭
菜
園
を
し
て

い
る
人
を
見
て
う
ら
や
ま
し
く
思
う
ほ
ど

の
熱
意
。
そ
の
熱
意
が
、
早
期
退
職
し
て

農
業
大
学
校
の「
み
や
ざ
き
農
業
実
践
塾
」

で
１
年
間
経
験
を
積
み
、
年
間
を
通
じ
て

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
続
け
る
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
。「
新
規
就
農
す
る
こ
と
は
大
変
な

こ
と
で
し
た
が
、家
族
や
農
業
委
員
会
、周

囲
の
同
業
者
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
然

に
触
れ
る
生
活
を
し
て
い
る
か
ら
か
、
心

に
余
裕
が
で
き
、
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま

す
。」と
笑
顔
で
話
す
。

好
き
な
言
葉
は「
因
果
応
報
」。
良
い
結

果
も
悪
い
結
果
も
、
全
て
は
自
分
が
作
る

も
の
だ
と
分
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
土

作
り
や
苗
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
手
を
抜

か
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
土
と
向
き
合
い
、

キ
ュ
ウ
リ
と
向
き
合
い
、
自
分
自
身
と
向

き
合
う
毎
日
は
続
い
て
い
く
。

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

10月の旬の食材
・チンゲン菜
・ネギ
・ニンジン
・カボチャ
※材料は全て 1 人分です

❶ 主食・主菜 /中華丼
320㌔㌍　塩分 1.4㌘
材　料　 シーフードミックス（冷凍）…80㌘、チンゲン菜…

50㌘、白ネギ…20㌘、シメジ…25㌘、●スープ…50
㍉㍑、●しょう油…小さじ１、●砂糖…小さじ 1/4、
片栗粉…大さじ 1/2、水…大さじ 1、ごはん…150㌘

作り方　 ①チンゲン菜は葉と軸に分け、軸はタテ１㌢幅に切り、
葉は４㌢長さに切る。②白ネギは斜め薄切り、シメジ
はほぐす。③フライパンに●を入れ中火にかけ、チン
ゲン菜、白ネギ、シメジ、凍ったままのシーフードミッ
クスを入れ、煮立たせる。水溶き片栗粉を回し入れ、
とろみを付ける。④器にごはんを盛り、上からかける。

❷ 副菜 /キャロットラペ
60㌔㌍　塩分 0.5㌘
材　料　 ニンジン…50㌘、▲酢…小さじ 2、▲オリーブ油…

小さじ 1、▲砂糖…小さじ 1/4、▲塩…小さじ 1/10
作り方　 ①▲の材料をすべてボウルに入れ混ぜる。②千切り

にしたニンジンをザルに入れ、沸騰したお湯を回しか
け、水気をきる。③①のボウルに熱いままのニンジン
を入れて和える。

❸ 副菜 /インゲンの和え物
38㌔㌍　塩分 1.2㌘
材　料　 サヤインゲン…20㌘、ワカメ（乾）…大さじ１、しょ

う油…小さじ 1/3、ゴマ油…小さじ 1/2
作り方 　 ①ワカメは水で戻し、絞る。サヤインゲンは色よく茹

でて、斜め切りにする。②ボウルに材料を全部入れて
和える。

❹ もう一品 /カボチャラテ
179㌔㌍　塩分 0.1㌘
材　料　 カボチャ…100㌘、牛乳…100㍉㍑、はちみつ…小

さじ 1/2、（飾り用）ホイップクリーム…適量、パン
プキンシード…3 粒

作り方 　 ①カボチャはワタと種を除き、皮付きのまま柔らかく
なるまで蒸す。（ラップをして、電子レンジで加熱して
もよい）②粗熱が取れたら皮を除いてつぶす。牛乳を
加えてつぶしながら混ぜ、ザルでこしながら鍋に入れ
る。③はちみつを加え混ぜながら、沸騰直前まで加熱
する。④カップに移し、ホイップクリームとパンプキ
ンシードを飾る。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481

毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

❶❶
❷❷

❸❸

❹❹

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星�町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。
また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…https://www.town.mimata.lg.jp）

石い
し

坂ざ
か 

麻ま

桜お

奈な 

ち
ゃ
ん

平
成
29
年
８
月
１
日
生
ま
れ（
３
歳
）

石
坂
伸
一
さ
ん・麻
美
さ
ん
の
長
女

お
し
ゃ
べ
り
が
大
好
き
な
ま
お
な
ち
ゃ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
を
笑
顔
に
し

て
ね
!!

石い
し

坂ざ
か 

麻ま

結ゆ

夏か 

ち
ゃ
ん

平
成
29
年
８
月
１
日
生
ま
れ（
３
歳
）

石
坂
伸
一
さ
ん・麻
美
さ
ん
の
次
女

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
な
ま
ゆ
か
ち
ゃ

ん
。
大
好
き
な
歌
と
ダ
ン
ス
で
ノ
リ
ノ

リ
な
姿
が
か
わ
い
い
で
す
!!

●
チ
ー
ズ
饅
頭
で
元
気
よ
届
け
！

今
月
は
、
よ
か
も
ん
や
で
人
気
急
上
昇

中
の
地
域
活
性
化
団
体�

が
ん
ば
っ
ど
！

山さ
ん

王の

原ば
い

の
チ
ー
ズ
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う

を
紹
介
し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
ど
！
山
王
原
は
二
十
名
以
上

の
会
員
が
、
小
物
作
り
や
野
菜
作
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
活
動
の
一
環
と
し
て
菓
子
製
造
業

の
許
可
を
取
り
、
チ
ー
ズ
饅
頭
な
ど
の
お

菓
子
作
り
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
よ

か
も
ん
や
で
販
売
し
て
い
る
チ
ー
ズ
饅
頭

に
は
ノ
ー
マ
ル
と
み
ま
た
ん
ご
ま
味
の
２

種
類
が
あ
り
、
み
ま
た
ん
ご
ま
味
の
ご
ま

は
、
金
ご
ま
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ご
ま

を
生
か
す
た
め
に
た
く
さ
ん
の
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
で
き
た
、
ご
ま
の
香
ば
し
さ
が

口
の
中
に
広
が
る
自
慢
の
一
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今回の表紙は、三股中の体育大会
で撮影させてもらったものを組み合
わせました。7㌻で説明したほかに
も、先生方が積極的に給水を呼びか
け、40 張りのテントで影と生徒同
士の距離を作るなど熱中症とコロ
ナ対策は万全でした。今年はコロナ
の影響でやむなく規模が縮小され、
観覧できるのも 3年生一人につき
保護者一人だけという特別な大会
になってしまいました。そんな中で
も生徒たちは、団長たちの声に合わ
せて自分の団を応援し、ほかの団の
健闘を称え、走り、踊ることを全部
全力でやっていました。生徒たちの
表情、声、体の動き、熱気。全てが
眩しく輝いていて、その眩しさを少
しでも残したい、伝えたいと夢中で
シャッターを切りました。＜や＞
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